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                市民活動状況 

 

  市内ＮＰＯ法人数      ３３ 団体 

  当センター登録団体数   １４３ 団体 

  当センター登録会員数   ６，８０８人 

  ５月月来館者数             ４５１人 

  ５月印刷機利用枚数   ７，２９３枚 

龍ケ崎市市民活動センターは社会貢献活動を行う団体を支援するための施設です。 

会議スペース・作業スペース・印刷機・紙折り機・パソコン・多目的室等（１階）や 

大会議室・小会議室・パソコン室・和室・工作室（２階）・陶芸室（１階外倉庫隣り）がご利用いただけます。  

開館時間 = 午前９時～午後７時(日曜祝日は午後５時まで)２階各室は夜間も(午後１０時まで)利用可能です。 

休館日  =  月曜日および年末年始、特別に定める日 
            〒301-0004 龍ケ崎市馴馬町2445  TEL 0297-63-0030 / FAX 0297-63-0571 

          E-mail r-suwan@titan.ocn.ne.jp  URL http://r-shimin.sakura.ne.jp/ 
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スイッチＯＮ 

コロナ感染拡散防止対策としてStay homeが叫ばれている。 

家族との おしゃべり時間が増え、室や庭の風景がとてもよく見えてきた。 

買い物に行けばマスク姿でソーシャルディスタンス。レジに並ぶ我慢の

ひととき。まさに新しい生活様式が生まれた。 

特別定額給付金も受け取ったので、家庭用品を買い替えた。家の中に

新たな命が加わった。 

ただ、少しだけ元気がなくなってきた。なんとなく、ダラダラとした毎日に

なってきたようにも感じる。 

群れて、勢いよく泳ぐ魚のような活力が欲しい。職場でもいい。 

仲間と何かをしてもいい。 

家から一歩飛び出すと俄然、元気が湧いてくる。 

自分にスイッチが入るのだと思う。 

長らくお待たせしました。市民活動センターは６月９日に利用を再開しま

した。三密を守り、スイッチＯＮ。ご利用をお待ちしています。 

消毒は誰のために・・・ 

新しい生活様式を目指し「３密」を避けながらから再開した。 

利用の制限は６月末に見直しされ、今後の状況に合わせた対応をするもよう・・・。 

再開にあたり、全予約団体に対し制限の確認を行ったところ、概ね４割の団体が 

予約をキャンセルした。 

様々な団体で世話人が中心となりで話し合い、自らの健康維持についても共有する 

機会となったと思う。 

 

さて、公共施設消毒のマナーについて考えてみたい。 

廊下や階段、事務所等の共用部はセンター側。つまり施設管理者の責任。 

利用者が使用する専用部については利用者自らが消毒するのが 

社会的責任(CSR)なのではないのだろうか? 

 

さらに、トイレは利用者の使用前の消毒（除菌）をお願いしたい。 

各トイレには除菌シートを用意しましたのでご利用ください。 

 市民活動センター利用再開で思うこと 



  竜ヶ崎駅前商店街「石蔵館」でシンポジウム 
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  流通経済大学 法学部 加藤ゼミ 今年のテーマを提案 

大学は現在、リモートで講座を進めている

という。昨年度に引き続き「大学と地域の

交流」をテーマにしてゼミ活動を開始する。 

 

今年度は龍ケ崎中心市街地付近で生活

する学生達による、学生がリードする「まち

なか」生活に関するものを提案してみた。 

「まちなか」は居場所を提供するだけいい。 

そのような学生達が竜ケ崎で活躍してくれ

ると、まちには、さらに元気が生まれると思

う。 

  健康セミナーの再開 

テーマは「稲敷市・古民家の保存活用」 

講師は池田恵子氏（建築士/稲敷市の古民家カフェ木鋸
き の こ

店主）と

美浦村元名主の小澤氏。 

NPO竜ヶ崎駅前コムハウスと比較住宅都市研究会（海老塚代表 

／活動拠点 渋谷）がコラボで開催したもので、参加者は２０名

弱。全員マスク着用で活発な議論も展開されました。 

地元の皆さん、筑波大の学生さん、稲敷で古民家を建設計画し

ている方が、当事者として熱い議論をかわしていた。 

講師の主張は建物保存のコツは、少しずつ改修を加えることが

肝要とのこと。 

つくばで実際に古民家再生建築中の青年からは、建物の保存

は、いかにして長期間利用できうる建物に創り上げるか。 

長く保存できるかは住人の取り組み方次第 と力説していました。 

臨時閉館のため３月から休止していた健康セミ

ナー。すでに開設以来 ８年続いている市民活

動センターの伝統的行事です。 

再開第一回目のテーマは時節に相応しく、 

「新型ウイルスにも負けない健康管理」 

 

感染症流行のたびに新たな抗生物質が開発さ

れるが、その都度、耐性菌が発生する 鼬
いたち

ごっ

こを繰り返すという。 

薬には限界があり、人間細胞の再生による免

疫力を強めることこそが重要。 

これは食生活の改善で充分に効果が得られるとのこと。・・・ 

人間には食性がある。８０歳を過ぎても元気にご活躍されている 

先生は自ら実践。立ちっ放しで２時間たっぷりの講義でした。 


